第３章　生活の現状とニーズ
１．住まい

（１）現在の住まい

現在の住まいは、いずれも「持ち家（分譲マンション含む）」の割合が最も高くなっています。なお、知的障がいのある人では、「入所施設」が8.0％、「グループホーム」が7.6％となっています。
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図　3-1　現在の住まいは、どれですか。（○は１つ）
　　①　障がい者
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障がいのある児童でも、「持ち家（分譲マンション含む）」の割合が最も高くなっています。
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　　②　障がい児

前回調査結果と比較すると、知的・精神に障がいのある人で「持ち家（分譲マンション含む）」の割合が高まっています。なお、知的障がいのある人では「グループホーム」の割合が若干高まる一方、「施設入所」の割合にあまり変化はありません。
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図　3-2　3年前との比較
　　①　障がい者

[image: image5.emf]N =

924

肢体不自由 431

内部障がい 493

１級 362

２級 120

３級 211

４級 144

５級 40

６級 21

201

A 9

A1 39

A2 31

B１ 68

B2 40

201

１級 41

２級 122

３級 26

217

25

   身体障がい

   知的障がい

   精神障がい

   指定難病

   手帳未所持

9.6

16.2

3.9

14.4

15.8

4.3

3.5

2.5

19.9

44.4

64.1

19.4

2.9

5.0

6.5

12.2

4.9

9.7

1.3

2.1

0.6

0.6

3.3

1.4

1.4

1.5

5.1

3.2

5.5

7.3

4.9

3.8

0.9

21.9

20.0

23.5

20.2

33.3

25.6

13.9

15.0

14.3

15.4

11.1

7.7

32.3

14.7

12.5

15.9

22.0

14.8

15.4

20.3

28.0

33.8

32.3

35.1

31.2

19.2

35.1

43.8

50.0

52.4

30.3

22.2

5.1

12.9

35.3

55.0

33.8

22.0

34.4

50.0

35.0

40.0

33.4

29.5

36.9

33.7

28.3

33.6

37.5

32.5

33.3

32.8

22.2

17.9

32.3

47.1

27.5

38.3

36.6

41.0

30.8

34.1

32.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%


障がいのある児童では、身体・知的障がいのある児童で「持ち家（分譲マンション含む）」の割合が高まっています。
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　　②　障がい児

[image: image7.emf]持ち家（分譲マンション含む） 借家（賃貸マンション、アパート含む）
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（２）今後の住まい

今後の住まいについてたずねたところ、いずれも「自宅（家族等と同居）」の割合が最も高くなっています。なお、知的障がいのある人では、「入所施設」が14.0％、「グループホーム」が10.5％となっており、「入所施設」は障がいの等級が上がるにつれて割合が高くなっているものの、「グループホーム」は障がいの等級による差はあまりみられません。また、精神に障がいのある人では「自宅（ひとり暮らし）」が20.1％となっています。

図　3-3　これからの生活をどこで送りたいですか。（○は１つ）
　　①　障がい者
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利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用しない

わからない


障がいのある児童でも、「自宅（家族等と同居）」の割合が最も高くなっているものの、年齢が高くなるにつれて「自宅（ひとり暮らし）」の割合が高くなり、「15～17歳」では9.5％となっています。

　　②　障がい児

[image: image10.emf]家族の中の他の人に支援されたい ヘルパーなどの支援により、自宅で暮らしたい

グループホームで暮らしたい 施設に入所したい

その他


[image: image11.emf]父母 兄弟姉妹 祖父母 その他


前回調査結果と比較すると、特に知的障がいのある人で「自宅」の割合が高まる一方、「グループホーム」「入所施設」などの割合が低くなっています。

図　3-4　3年前との比較
　　①　障がい者
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※比較のため、平成28年のグラフでは「自宅（家族等と同居）」と「自宅（ひとり暮らし）」を合算し「自宅」で示しています。

障がいのある児童でも、特に知的障がいのある児童で「自宅」の割合が高まる一方、「グループホーム」の割合が低くなっています。

　　②　障がい児
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※比較のため、平成28年のグラフでは「自宅（家族等と同居）」と「自宅（ひとり暮らし）」を合算し「自宅」で示しています。

（３）今後の住まいでの生活

今後、自宅で暮らしたい方に、自宅での暮らし方についてたずねたところ、概ね共通して「家族の支援で暮らしたい」の割合が最も高くなっています。また、障がい等級が上がるにつれて概ね「在宅サービスや通所サービスを利用して暮らしたい」の割合が高くなっています。

図　3-5　これから「自宅」で生活をおくられたい方は、これからの生活をどのように送りたいですか。（○は１つ）

[image: image16.emf]支援を必要とすることがある 支援を必要とすることはない

　　①　障がい者
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障がいのある児童でも、「家族の支援で暮らしたい」の割合が最も高くなっているものの、年齢が高くなるにつれて概ね「だれの支援も受けないで暮らしていきたい」の割合が高くなっています。

[image: image18.emf]N =

276

５歳以下 76

６～11歳 100

12～14歳 40

15～17歳 48

   身体障がい 130

   知的障がい 159

   精神障がい 15

   指定難病 4

   小児慢性特定疾病 15

   手帳未所持 47

   障がい児 1.1

5.0

2.1

1.5

0.6

6.7

3.6

6.6

5.0

3.8

3.1

6.7

6.4

37.0

63.2

36.0

7.5

12.5

37.7

30.8

40.0

46.7

46.8

49.3

27.6

55.0

75.0

56.3

50.8

50.9

46.7

100.0

46.7

46.8

6.9

1.3

3.0

12.5

20.8

3.1

10.7

6.7

1.4

1.0

6.3

2.3

2.5

0.7

1.3

2.1

0.8

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　　②　障がい児
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「その他」として、主に表3-6のような記入がありました。

表　3-6　その他（Ｎ＝58）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・施設入所

・施設と家族の支援で暮らしたい

・１人になったら施設でもよい

・家族と支え合いながら暮したい

・健康面などの状況による

	知的障がい
	・施設入所

・親の支援とサービス利用をしながら暮らしたい
・民生委員に世話になりたい

	精神障がい
	・できるだけ１人で、できない分サービスで

・入院していたい
・現実的には「在宅サービスや通所サービスを利用して暮らしたい」けど、気持ちは「だれの支援も受けないで暮らしていきたい」

	指定難病
	・家族の支援を受けつつ、福祉サービスを併用

	手帳未所持
	・親がいなくなれば施設入所

	障がい児
	・人の支援を受け、１人にはならないようにサポート（相談など）を受けながら、最期は自分で自立していけるとよい

・学生のうちは「家族の支援で暮らしたい」が、その後は「住宅サービスや通所サービスを利用して暮らしたい」

・自宅で家族やその他の支援を受け暮らしたい


前回調査結果と比較すると、特に知的障がいのある人と指定難病患者で「家族の支援で暮らしたい」の割合が低くなる一方、「在宅サービスや通所サービスを利用して暮らしたい」の割合が高まっています。
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図　3-7　3年前との比較
　　①　障がい者
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障がいのある児童では、特に身体・知的障がいのある児童で「家族の支援で暮らしたい」の割合が低くなる一方、「在宅サービスや通所サービスを利用して暮らしたい」の割合が高まっています。

　　②　障がい児
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２．生活支援

（１）支援の状況

日常生活での支援の状況についてたずねたところ、内部障がいのある人と指定難病患者を除き、いずれも「支援を必要とすることがある」の割合が高く、特に視覚障がいのある人と知的障がいの人では７割を超えています。また、障がい等級が上がるにつれて概ね「支援を必要とすることがある」の割合が高くなっています。

図　3-8　日常生活で支援を必要とすることがありますか。
　　①　障がい者
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障がいのある児童では、指定難病を除き、「支援を必要とすることがある」の割合が特に高くなっています。
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　　②　障がい児
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（２）支援者

主な支援者は、身体に障がいのある人と指定難病患者で「配偶者」、知的・精神に障がいのある人、手帳未所持者で「父母・義父母」の割合が最も高くなっています。なお、このほか回答者の年齢が高くなるにつれて、身体に障がいのある人と指定難病患者では「子ども・子どもの配偶者」、知的障がいのある人では「兄弟姉妹」、精神に障がいのある人では「配偶者」の割合が高くなっています。

図　3-9　いつも支援してくれる方は、どなたですか。（○は１つ）
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　　①　障がい者
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障がいのある児童では、概ね「父・母」になっています。
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　　②　障がい児
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（３）支援者の年齢

主な支援者の年齢は、「60歳代」以上が身体に障がいのある人で51.9％、知的障がいのある人で42.5％、精神に障がいのある人で70.7％、指定難病患者で64.3％、手帳未所持者で16.6％となっています。

図　3-10　いつも支援してくれる方の年齢は。

　　①　障がい者
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障がいのある児童では、「30歳代」「40歳代」の割合が高くなっています。
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　　②　障がい児
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（４）将来の支援のあり方

前述のとおり、「60歳代」以上の支援者が多い中、高齢や病気などで、将来支援してもらえなくなった際の暮らし方についてたずねたところ、聴覚等・知的障がいのある人以外で「ヘルパーなどの支援により、自宅で暮らしたい」、聴覚等障がいのある人で「家族の中の他の人に支援されたい」、知的障がいのある人で「施設に入所したい」の割合が最も高くなっています。なお、年齢が高くなるにつれて概ね「家族の中の他の人に支援されたい」の割合が低くなっています。

図　3-11　いつも支援してくれる方が高齢、病気などで、将来支援してもらえなくなった場合、どうしたいと思いますか。（○は１つ）
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　　①　障がい者

障がいのある児童では、「家族の中の他の人に支援されたい」の割合が最も高くなっています。なお、年齢が高くなるにつれて概ね「家族の中の他の人に支援されたい」の割合が低くなっています。
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　　②　障がい児
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「その他」として、主に表3-12のような記入がありました。

表　3-12　その他（Ｎ＝65）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・自分で何とかしたい
・何とか自宅で生涯を閉じたい
・入所、入院したい
・健康面などの状況による

	知的障がい
	・自分で自立した生活をしたい
・友人皆で生活したい

	精神障がい
	・ひとり暮らし

・入院、入所したい
・経済的に苦しいので、どうすべきかわからない

	指定難病
	・自立したい

・入院
・生きていく自信がない

	手帳未所持
	・自立しながら相談相手を探す
・ヘルパーなど専門の方でなくてもよいので、手伝ってくれる人がいるとよい

	障がい児
	・自立できるようにしたい

・家族の中の他の人に支援され、ヘルパーなどの支援により、自宅で暮らしたい


３．生活支援サービス

（１）居宅介護

在宅での生活支援サービスのうち、自宅で、入浴、排せつ、食事などの身体介護や、調理、洗濯、掃除などの家事援助などを受ける居宅介護の利用状況について、「利用している」は、いずれも１割程度にとどまっています。また、「今後利用したい」は、いずれも２割強となっています。

図　3-13　居宅介護の利用状況は、どれにあたりますか。（○は１つ）

[image: image40.emf]身体障がい（N = 1,227） 知的障がい（N = 194） 精神障がい（N = 195）

指定難病（N = 227） 手帳未所持（N = 25）
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（２）重度訪問介護

重度の肢体不自由のため常に介護を必要とする人が、自宅で、入浴、排せつ、食事などの生活全般の介護や外出の際の移動などの支援を総合的に受ける重度訪問介護の利用状況について、「利用している」は、いずれも１割未満にとどまっています。また、「今後利用したい」は、いずれも２割強となっています。

[image: image42.emf]身体障がい（N = 1,162） 知的障がい（N = 196） 精神障がい（N = 192）

指定難病（N = 227） 手帳未所持（N = 24）

図　3-14　重度訪問介護の利用状況は、どれにあたりますか。（○は１つ）
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（３）生活介護

通所による生活支援サービスのうち、常に介護を必要とする人が、施設に通所し、入浴、排せつ、食事などの介護などが受けられ、創作活動や生産活動ができる生活介護の利用状況について、「利用している」は、身体に障がいのある人で9.6％、知的障がいのある人で19.9％、精神に障がいのある人で6.5％、指定難病患者で9.7％となっています。また、「今後利用したい」は、身体に障がいのある人で21.9％、知的障がいのある人で15.4％、精神に障がいのある人で15.9％、指定難病患者で20.3％、手帳未所持者で28.0％となっています。

[image: image44.emf]身体障がい（N = 1,291） 知的障がい（N = 221） 精神障がい（N = 213）

指定難病（N = 236） 手帳未所持（N = 25）

図　3-15　生活介護の利用状況は、どれにあたりますか。（○は１つ）
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（４）児童発達支援

日常生活の基本的な動作や知識などの習得、集団生活への適応訓練などの支援を受ける児童発達支援の利用状況について、「利用している」は、身体に障がいのある児童で35.3％、知的障がいのある児童で44.8％、精神に障がいのある児童で36.4％、指定難病患者で11.1％、小児慢性特定疾病患者で33.3％、手帳未所持児童で66.7％となっています。また、「今後利用したい」は、身体に障がいのある児童で14.7％、知的障がいのある児童で13.4％、精神に障がいのある児童で4.5％、指定難病患者で11.1％、小児慢性特定疾病患者で22.2％、手帳未所持児童で4.5％となっています。なお、「利用したくても、通うことができず利用できない」も若干います。

図　3-16　児童発達支援の利用状況は、どれにあたりますか。（○は１つ）
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[image: image47.emf]44.4


（５）日中一時支援

介護している家族の負担を軽くする（レスパイトケア）ため、障がいのある人が昼間に活動する場所を提供する日中一時支援の利用状況について、「利用している」は、身体に障がいのある児童で16.0％、知的障がいのある児童で16.9％、小児慢性特定疾病患者で11.1％、手帳未所持児童で6.2％となっています。また、「今後利用したい」は、身体に障がいのある児童で28.7％、知的障がいのある児童で31.8％、精神に障がいのある人で27.3％、指定難病患者で11.1％、小児慢性特定疾病患者で27.8％、手帳未所持児童で12.3％となっています。

図　3-17　日中一時支援の利用状況は、どれにあたりますか。（○は１つ）

[image: image48.emf]37.9


[image: image49.emf]持ち家（分譲マンション含む） 借家（賃貸マンション、アパート含む）

市営・県営住宅 グループホーム
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（６）短期入所

介護している家族が病気などの場合に、障がいのある人が施設に短い間入所し、入浴、排せつ、食事などの介護を受ける短期入所の利用状況について、「利用している」は、身体に障がいのある児童で12.8％、知的障がいのある児童で9.0％、精神に障がいのある児童で4.5％、小児慢性特定疾病患者で11.1％となっています。また、「今後利用したい」は、身体に障がいのある人で34.5％、知的障がいのある人で42.2％、精神に障がいのある人で22.7％、小児慢性特定疾病患者で33.3％、手帳未所持児童で16.7％となっています。

図　3-18　短期入所の利用状況は、どれにあたりますか。（○は１つ）

[image: image50.emf]正職（社）員以外（アルバイト、パート、契約社員、派遣社員、日雇い等）
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[image: image51.emf]自宅（家族等と同居） 自宅（ひとり暮らし）

グループホーム 入所施設

高齢者向けの入居・入所施設 その他


（７）サービスへのニーズ

自宅や通所施設等での生活支援サービスへのニーズをたずねたところ、概ね共通して「障がいの特性にあったサービスを設ける」「申請や契約などの事務手続きをわかりやすくする」などの割合が比較的に高くなっています。

図　3-19　自宅や通所施設等でのサービスをより良いものとし、生活を充実させるためには、何が必要だと思いますか。（○はいくつでも）

[image: image52.emf]自宅 グループホーム

入所施設 高齢者向けの入居・入所施設

その他

　　①　障がい者

単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	サービス提供事業所を増やす
	サービスの時間や回数（日数）を増やす
	障がいの特性にあったサービスを設ける
	同様の支援が受けられる
介護保険のサービスを利用することになっても、
	解を促進する
サービス提供事業所の従業者の障がいに対する理
	行う
事業所を選択するためのわかりやすい情報提供を
	する
サービスの苦情や改善について対応する場を充実
	相談支援事業所を増やして使いやすくする
	申請や契約などの事務手続きをわかりやすくする
	特にない
	その他

	身体障がい
	1,227 
	22.7 
	21.2 
	45.6 
	20.0 
	23.4 
	29.8 
	17.0 
	21.0 
	42.1 
	18.3 
	3.6 

	
	視覚障がい
	145 
	26.9 
	25.5 
	61.4 
	29.0 
	31.0 
	30.3 
	24.8 
	25.5 
	42.8 
	14.5 
	2.8 

	
	聴覚等障がい
	116 
	22.4 
	13.8 
	49.1 
	19.0 
	24.1 
	23.3 
	10.3 
	19.8 
	46.6 
	12.9 
	3.4 

	
	言語等障がい
	13 
	30.8 
	30.8 
	53.8 
	23.1 
	53.8 
	30.8 
	23.1 
	30.8 
	46.2 
	23.1 
	0.0 

	
	肢体不自由
	441 
	22.7 
	21.3 
	45.8 
	19.7 
	25.6 
	32.7 
	18.8 
	20.9 
	37.4 
	17.2 
	4.1 

	
	内部障がい
	512 
	21.5 
	21.3 
	40.0 
	17.8 
	18.4 
	28.7 
	14.6 
	19.9 
	44.7 
	21.5 
	3.5 

	
	１級
	432 
	25.0 
	26.4 
	46.3 
	21.5 
	20.4 
	27.1 
	15.0 
	21.8 
	44.2 
	14.6 
	3.9 

	
	２級
	208 
	19.7 
	15.9 
	51.9 
	19.7 
	28.8 
	33.7 
	22.1 
	21.6 
	41.8 
	14.4 
	4.3 

	
	３級
	253 
	22.5 
	20.6 
	44.3 
	19.0 
	23.7 
	31.2 
	16.2 
	24.1 
	42.7 
	22.1 
	2.8 

	
	４級
	176 
	26.7 
	18.2 
	43.8 
	17.6 
	23.3 
	30.7 
	19.3 
	15.9 
	42.6 
	21.6 
	2.8 

	
	５級
	68 
	25.0 
	20.6 
	45.6 
	23.5 
	30.9 
	30.9 
	19.1 
	23.5 
	33.8 
	22.1 
	2.9 

	
	６級
	56 
	10.7 
	16.1 
	32.1 
	16.1 
	19.6 
	32.1 
	10.7 
	19.6 
	41.1 
	25.0 
	3.6 

	知的障がい
	194 
	30.4 
	22.7 
	46.4 
	18.6 
	35.6 
	25.3 
	19.6 
	26.3 
	37.1 
	18.0 
	4.1 

	
	A
	8 
	25.0 
	12.5 
	37.5 
	12.5 
	50.0 
	25.0 
	25.0 
	50.0 
	37.5 
	25.0 
	0.0 

	
	A1
	35 
	54.3 
	48.6 
	60.0 
	31.4 
	57.1 
	42.9 
	22.9 
	22.9 
	34.3 
	2.9 
	5.7 

	
	A2
	33 
	30.3 
	27.3 
	54.5 
	30.3 
	39.4 
	18.2 
	18.2 
	18.2 
	45.5 
	12.1 
	6.1 

	
	B1
	73 
	19.2 
	12.3 
	38.4 
	13.7 
	23.3 
	15.1 
	16.4 
	31.5 
	30.1 
	27.4 
	2.7 

	
	B2
	45 
	31.1 
	17.8 
	44.4 
	8.9 
	33.3 
	33.3 
	22.2 
	22.2 
	44.4 
	17.8 
	4.4 

	精神障がい
	195 
	15.9 
	16.4 
	39.5 
	14.4 
	25.6 
	25.6 
	15.4 
	22.1 
	37.4 
	22.6 
	7.7 

	
	１級
	39 
	10.3 
	12.8 
	35.9 
	17.9 
	23.1 
	28.2 
	10.3 
	7.7 
	41.0 
	23.1 
	10.3 

	
	２級
	130 
	17.7 
	19.2 
	39.2 
	11.5 
	25.4 
	26.9 
	17.7 
	25.4 
	33.8 
	23.1 
	6.9 

	
	３級
	26 
	15.4 
	7.7 
	46.2 
	23.1 
	30.8 
	15.4 
	11.5 
	26.9 
	50.0 
	19.2 
	7.7 


障がいのある児童では、概ね共通して「障がいの特性にあったサービスを設ける」や「サービス提供事業所の従業者の障がいに対する理解を促進する」などの割合が比較的に高くなっています。

[image: image53.emf]配偶者 父母・義父母 子ども・子どもの配偶者

兄弟姉妹 祖父母 その他

いない

　　②　障がい児

単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	サービス提供事業所を増やす
	サービスの時間や回数（日数）を増やす
	障がいの特性にあったサービスを設ける
	する理解を促進する
サービス提供事業所の従業者の障がいに対
	提供を行う
事業所を選択するためのわかりやすい情報
	を充実する
サービスの苦情や改善について対応する場
	相談支援事業所を増やして使いやすくする
	くする
申請や契約などの事務手続きをわかりやす
	特にない
	その他

	身体障がい
	149 
	42.3 
	41.6 
	63.1 
	48.3 
	42.3 
	19.5 
	21.5 
	41.6 
	5.4 
	6.7 

	
	１級
	66 
	60.6 
	51.5 
	68.2 
	50.0 
	50.0 
	22.7 
	30.3 
	50.0 
	1.5 
	12.1 

	
	２級
	29 
	41.4 
	41.4 
	58.6 
	58.6 
	44.8 
	20.7 
	10.3 
	24.1 
	3.4 
	0.0 

	
	３級
	33 
	21.2 
	30.3 
	60.6 
	36.4 
	27.3 
	12.1 
	12.1 
	33.3 
	9.1 
	6.1 

	
	４級
	3 
	33.3 
	66.7 
	33.3 
	33.3 
	66.7 
	33.3 
	33.3 
	100.0 
	0.0 
	0.0 

	
	５級
	9 
	22.2 
	33.3 
	77.8 
	44.4 
	33.3 
	22.2 
	44.4 
	44.4 
	11.1 
	0.0 

	
	６級
	9 
	11.1 
	11.1 
	44.4 
	55.6 
	33.3 
	11.1 
	0.0 
	44.4 
	22.2 
	0.0 

	知的障がい
	199 
	42.2 
	42.2 
	68.8 
	60.3 
	53.8 
	21.6 
	25.6 
	44.7 
	4.0 
	7.5 

	
	A1
	54 
	63.0 
	57.4 
	63.0 
	59.3 
	55.6 
	16.7 
	22.2 
	38.9 
	0.0 
	7.4 

	
	A2
	45 
	37.8 
	40.0 
	68.9 
	73.3 
	48.9 
	17.8 
	24.4 
	48.9 
	0.0 
	11.1 

	
	B1
	28 
	46.4 
	53.6 
	67.9 
	64.3 
	57.1 
	28.6 
	32.1 
	46.4 
	7.1 
	7.1 

	
	B2
	72 
	27.8 
	27.8 
	73.6 
	51.4 
	54.2 
	25.0 
	26.4 
	45.8 
	8.3 
	5.6 

	精神障がい
	21 
	42.9 
	28.6 
	66.7 
	52.4 
	47.6 
	23.8 
	47.6 
	42.9 
	9.5 
	0.0 

	
	１級
	7 
	42.9 
	57.1 
	85.7 
	85.7 
	57.1 
	14.3 
	71.4 
	28.6 
	0.0 
	0.0 

	
	２級
	9 
	33.3 
	22.2 
	44.4 
	44.4 
	55.6 
	33.3 
	44.4 
	44.4 
	22.2 
	0.0 

	
	３級
	5 
	60.0 
	0.0 
	80.0 
	20.0 
	20.0 
	20.0 
	20.0 
	60.0 
	0.0 
	0.0 


「その他」として、主に表3-20のような記入がありました。

表　3-20　その他（Ｎ＝88）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・サービス提供事業者と従業者の質を高めてほしい

・人としての気配りをしてほしい
・利用者負担を軽くしてほしい
・自分が運転していかなくてもよいようにしてほしい

・重度の障がい者が入れる施設がほしい

・申請に市役所まで行くのが大変

・１カ所で手続き等ができるようにしてほしい

・時間外でも手続きができるようにしてほしい
・ネット手続きが可能なものを増やす

・家族の心のカウンセラーも必要

	知的障がい
	・利用者負担を軽くしてほしい

・サービスについてのパンフレットなどが市役所等にあるとよい

	精神障がい
	・障害者就労が低賃金すぎる

・通院している医療機関で手続きをしたい

・どのようなサービスが受けられるか全くわからない

	指定難病
	・障がいのある人が心を開ける、通いやすい場の提供

・よい従事者にお世話になりたい
・従事者の待遇をよくする
・すべてに思いやりを持った制度にしてほしい

	手帳未所持
	・大きな施設ではなく、ちょっとした空きスペースを利用して、簡易的なサポートを受けられるとよい
・一般就労し始めたらサービス終了せず、できるだけ支援してほしい

	障がい児
	・切れ目のない支援が必要で、本人を取り巻く事業所などが連携して、それぞれのライフステージに合った支援を継続していけることが大切

・事業所を増やすのもよいが、地域にバランスよく増やしてほしい

・職員の専門性を高める

・人材を増やす

・利用者負担の所得制限を廃止する

・利用者負担が高すぎて、サービスを受けたくても日数を増やせない
・手続きに時間がかかりすぎるから早く対応してほしい


４．医療・健康

（１）通院の状況

通院の状況については、いずれも「月１～２回」の割合が最も高くなっています。

図　3-21　どのくらいの頻度で通院していますか。（○は１つ）

[image: image54.emf]10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳代 80歳以上

　　①　障がい者

[image: image55.emf]10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳代 80歳以上


障がいのある児童では、手帳未所持児童を除き、「月１～２回」の割合が最も高くなっています。

　　②　障がい児

[image: image56.emf]利用している
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わからない


[image: image57.emf]ほぼ毎日 週２回以上 月３～４回

月１～２回 ほとんど通院しない その他


（２）通院での困りごと

通院での困りごとについてたずねたところ、いずれも「特にない」の割合が最も高く、次いで、「医療費や交通費の負担が大きい」などとなっています。

図　3-22　通院するうえで困っていることはありますか。（○はいくつでも）

[image: image58.emf]ほぼ毎日 週２回以上 月３～４回

月１～２回 ほとんど通院しない その他

　　①　障がい者

単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	通院するときに支援をしてくれる人がいない
	専門的な治療を行う医療機関が身近にない
	専門的なリハビリができる機関が身近にない
	くれる医療機関が身近にない
ちょっとした病気やけがのときに受け入れて
	気軽に往診を頼める医師がいない
	歯科診療を受けられない
	医療費や交通費の負担が大きい
	特にない
	その他

	身体障がい
	1,162 
	8.1 
	9.3 
	7.3 
	5.2 
	7.2 
	2.9 
	14.4 
	60.8 
	4.5 

	
	視覚障がい
	132 
	11.4 
	15.2 
	9.8 
	5.3 
	8.3 
	1.5 
	10.6 
	60.6 
	1.5 

	
	聴覚等障がい
	106 
	12.3 
	3.8 
	4.7 
	0.9 
	1.9 
	1.9 
	10.4 
	64.2 
	11.3 

	
	言語等障がい
	12 
	0.0 
	0.0 
	0.0 
	0.0 
	8.3 
	0.0 
	8.3 
	66.7 
	16.7 

	
	肢体不自由
	416 
	9.1 
	11.3 
	13.2 
	7.9 
	11.3 
	4.6 
	17.3 
	53.8 
	2.9 

	
	内部障がい
	496 
	5.6 
	7.5 
	2.4 
	3.8 
	4.6 
	2.2 
	13.9 
	65.7 
	4.8 


障がいのある児童でも、いずれも「特にない」の割合が最も高く、次いで、「専門的な治療を行う医療機関が身近にない」「専門的なリハビリができる機関が身近にない」「医療費や交通費の負担が大きい」などの割合が比較的に高くなっています。

　　②　障がい児
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「その他」として、主に表3-23のような記入がありました。

表　3-23　その他（Ｎ＝97）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・通院するのがつらい

・障がい者用の駐車スペースが少ない

・病院によってガイドヘルパーの同行を要求される

・医療機関や薬局によって筆談をしてくれないことがある

・障がい者が診療可能な環境かどうかわからない

・発作時にすぐ対応しもらえない
・待ち時間が長い

・通院のための休みが取りにくい

・介護タクシーが充実していない

	知的障がい
	・受診を拒否される

・障がい者用の駐車スペースが少ない

・待ち合い室で落ち着いて待つことが難しい

	精神障がい
	・よい医者がいない

・時間どおりに行けない
・診療時間が少ない

・有給が取りにくい

	指定難病
	・大きな病院に行くにはバスの本数が少ない

・担当医がいる日が限られていて、仕事が休みづらい

	手帳未所持
	・通院したくても場合によっては時間とお金がかかる

	障がい児
	・屋根のある駐車場が少ない
・待ち時間に静かにしていられない
・リハビリの先生が不足しており、なかなか予約が取れない
・就学後の集中リハビリがなく、他県の医療機関まで行くしかない


（３）必要な医療的ケア

障がいのある児童が最も必要とする医療的ケアについてたずねたところ、身体に障がいのある児童の36.7％、知的障がいのある児童の23.4％、小児慢性特定疾病患者の55.6％などが、何らかの医療的ケアを必要としています。

表　3-24　必要とする医療的ケアは、どれですか。（○は１つ）

単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	気管内挿入、気管切開
	人工呼吸器
	在宅酸素療法
	吸入、ネブライザー
	吸引
	経管栄養
	導尿（３回／日以上）
	酸素飽和度等）
モニター測定（血圧、心拍、
	特にない
	その他

	障がい児
	356
	0.3
	1.7
	2.0
	0.6
	1.7
	3.9
	0.6
	0.8
	80.9
	7.6

	身体障がい
	147
	0.7
	4.1
	4.8
	0.7
	3.4
	8.8
	1.4
	1.4
	63.3
	11.6

	
	１級
	68
	1.5
	8.8
	8.8
	1.5
	7.4
	14.7
	1.5
	1.5
	42.6
	11.8

	
	２級
	25
	0.0
	0.0
	4.0
	0.0
	0.0
	4.0
	4.0
	0.0
	76.0
	12.0

	
	３級
	33
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	6.1
	0.0
	3.0
	81.8
	9.1

	
	４級
	3
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	66.7
	33.3

	
	５級
	9
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	88.9
	11.1

	
	６級
	9
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	88.9
	11.1

	知的障がい
	192
	0.5
	3.1
	1.6
	1.0
	2.1
	5.2
	0.0
	0.5
	76.6
	9.4

	
	A1
	52
	1.9
	11.5
	1.9
	1.9
	5.8
	13.5
	0.0
	0.0
	53.8
	9.6

	
	A2
	45
	0.0
	0.0
	4.4
	0.0
	2.2
	4.4
	0.0
	2.2
	73.3
	13.3

	
	B1
	26
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	96.2
	3.8

	
	B2
	69
	0.0
	0.0
	0.0
	1.4
	0.0
	1.4
	0.0
	0.0
	88.4
	8.7

	精神障がい
	21
	0.0
	0.0
	4.8
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	85.7
	9.5

	
	１級
	7
	0.0
	0.0
	14.3
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	57.1
	28.6

	
	２級
	9
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	100.0
	0.0

	
	３級
	5
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	100.0
	0.0

	指定難病
	8
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	75.0
	25.0

	小児慢性特定疾病
	18
	0.0
	0.0
	16.7
	5.6
	5.6
	5.6
	0.0
	5.6
	44.4
	16.7

	手帳未所持
	65
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	0.0
	1.5
	0.0
	0.0
	96.9
	1.5


（４）健康維持への取組

健康を維持するために取り組んでいることをたずねたところ、概ね共通して「規則正しい生活を送るよう心がけている」「なるべく体を動かすようにしている」「栄養バランスの良い食事を取るよう心がけている」などの割合が比較的に高くなっています。

図　3-25　健康を維持するために最も心がけていることはどれですか。（○はいくつでも）

　　①　障がい者

[image: image60.emf]障がい児（N = 347） 身体障がい（N = 148）

知的障がい（N = 183） 精神障がい（N = 21）

指定難病（N = 8） 小児慢性特定疾病（N = 17）

手帳未所持（N = 66）


単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	なるべく体を動かすようにしている
	なるべく外出したり、人と会うようにしている
	栄養バランスの良い食事を取るよう心がけている
	規則正しい生活を送るよう心がけている
	定期的に健康診断や医師の診察を受けるようにしている
	ストレスを解消するよう心がけている
	特にない
	その他

	身体障がい
	1,291 
	56.9 
	31.1 
	44.2 
	45.7 
	39.6 
	29.4 
	9.5 
	2.1 

	
	視覚障がい
	145 
	55.9 
	33.1 
	48.3 
	50.3 
	42.1 
	33.8 
	6.2 
	2.1 

	
	聴覚等障がい
	123 
	64.2 
	43.9 
	43.1 
	46.3 
	31.7 
	27.6 
	8.9 
	3.3 

	
	言語等障がい
	16 
	43.8 
	25.0 
	43.8 
	50.0 
	43.8 
	12.5 
	0.0 
	6.3 

	
	肢体不自由
	469 
	54.6 
	26.9 
	40.1 
	43.3 
	34.8 
	27.1 
	14.1 
	2.3 

	
	内部障がい
	538 
	58.0 
	31.6 
	46.8 
	46.3 
	44.8 
	31.0 
	6.7 
	1.5 


障がいのある児童でも、「規則正しい生活を送るよう心がけている」「なるべく体を動かすようにしている」などの割合が比較的に高くなっています。

　　②　障がい児
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「その他」として、主に表3-26のような記入がありました。

表　3-26　その他（Ｎ＝62）

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・快眠

・体に負担をかけない

・転倒には充分注意している

・感染予防に気をつけている

・日光浴

・温泉

	知的障がい
	・笑顔を絶やさないようにしている
・毎日楽しいことを考えている

・血圧測定

	精神障がい
	・なるべく寝る
・よく水を飲むようにしている

・なるべく人に会わないようにしている

・読書

	指定難病
	・無理をしない

・リハビリ

・処方された薬を必ず飲むこと


５．生活費

生活費は、概ね共通して「就労（賃金、営業収入等）」「障害年金」「同居家族の扶養」などの割合が比較的に高くなっています。

表　3-27　何により生活費を得ていますか。（○はいくつでも）

単位：％

	区
分
	有効回答数（Ｎ）
	就労（賃金、営業収入等）
	預金・貯金
	同居家族の扶養
	仕送り
	障害年金
	障害年金以外の年金
	特別障害者手当
	生活保護
	その他

	身体障がい
	1,309 
	40.0 
	18.3 
	27.5 
	0.9 
	37.8 
	17.3 
	3.2 
	5.4 
	3.7 

	
	視覚障がい
	148 
	43.9 
	17.6 
	25.0 
	1.4 
	48.0 
	12.8 
	2.7 
	6.8 
	0.7 

	
	聴覚等障がい
	121 
	50.4 
	19.8 
	19.0 
	0.8 
	42.1 
	12.4 
	2.5 
	4.1 
	5.0 

	
	言語等障がい
	16 
	25.0 
	6.3 
	12.5 
	0.0 
	62.5 
	18.8 
	0.0 
	6.3 
	0.0 

	
	肢体不自由
	476 
	31.3 
	16.0 
	36.1 
	0.6 
	41.4 
	16.4 
	6.9 
	4.6 
	2.3 

	
	内部障がい
	548 
	44.5 
	20.4 
	23.0 
	1.1 
	30.3 
	20.3 
	0.4 
	6.0 
	5.7 

	
	１級
	465 
	35.1 
	17.6 
	25.6 
	0.4 
	53.5 
	15.1 
	7.1 
	3.9 
	4.5 

	
	２級
	220 
	31.4 
	15.5 
	34.1 
	1.8 
	59.1 
	13.6 
	3.6 
	4.5 
	1.4 

	
	３級
	269 
	41.6 
	19.0 
	27.1 
	1.5 
	24.2 
	21.6 
	0.0 
	7.1 
	3.3 

	
	４級
	191 
	52.4 
	21.5 
	26.2 
	0.5 
	14.7 
	21.5 
	0.0 
	5.2 
	4.2 

	
	５級
	72 
	50.0 
	13.9 
	33.3 
	1.4 
	9.7 
	13.9 
	1.4 
	8.3 
	2.8 

	
	６級
	55 
	60.0 
	18.2 
	18.2 
	0.0 
	9.1 
	21.8 
	0.0 
	5.5 
	5.5 

	知的障がい
	218 
	43.1 
	10.1 
	41.3 
	0.0 
	68.3 
	0.9 
	8.3 
	3.2 
	3.2 

	
	A
	10 
	0.0 
	0.0 
	10.0 
	0.0 
	90.0 
	10.0 
	10.0 
	0.0 
	0.0 

	
	A1
	42 
	19.0 
	7.1 
	57.1 
	0.0 
	71.4 
	0.0 
	33.3 
	4.8 
	2.4 

	
	A2
	38 
	34.2 
	7.9 
	50.0 
	0.0 
	78.9 
	0.0 
	2.6 
	2.6 
	0.0 

	
	B1
	80 
	41.3 
	8.8 
	33.8 
	0.0 
	75.0 
	1.3 
	2.5 
	3.8 
	6.3 

	
	B2
	48 
	83.3 
	18.8 
	39.6 
	0.0 
	41.7 
	0.0 
	0.0 
	2.1 
	2.1 

	精神障がい
	215 
	22.3 
	15.3 
	36.3 
	3.7 
	49.3 
	8.4 
	1.9 
	17.2 
	6.5 

	
	１級
	44 
	6.8 
	18.2 
	34.1 
	4.5 
	40.9 
	18.2 
	4.5 
	13.6 
	13.6 

	
	２級
	143 
	21.7 
	14.7 
	39.2 
	3.5 
	56.6 
	6.3 
	1.4 
	18.9 
	3.5 

	
	３級
	28 
	50.0 
	14.3 
	25.0 
	3.6 
	25.0 
	3.6 
	0.0 
	14.3 
	10.7 

	指定難病
	248 
	33.5 
	30.2 
	29.0 
	1.6 
	4.4 
	27.0 
	2.4 
	1.2 
	14.5 

	手帳未所持
	24 
	25.0 
	20.8 
	54.2 
	4.2 
	4.2 
	8.3 
	0.0 
	12.5 
	4.2 


６．成年後見制度

判断することが困難な人などの権利を守るため、財産の処分や管理などの法律行為に関する援助などを行う成年後見制度の利用状況について、「利用している」は、知的障がいのある人で3.2％、精神に障がいのある人で2.7％にとどまり、「今後利用したい」は、知的障がいのある人で33.2％、精神に障がいのある人で9.6％となっています。一方、「制度のことがよくわからない」は、知的障がいのある人で39.5％、精神に障がいのある人で54.3％に上っています。

図　3-28　成年後見制度の利用状況は、どれにあたりますか。
（○は１つ）

[image: image62.emf]障がい児（N = 364） 身体障がい（N = 150）

知的障がい（N = 198） 精神障がい（N = 21）

指定難病（N = 8） 小児慢性特定疾病（N = 18）

手帳未所持（N = 67）


[image: image63.emf]持ち家（分譲マンション含む） 借家（賃貸マンション、アパート含む）

市営・県営住宅 入所施設

その他


７．生活満足度

現在の生活の満足度をたずねたところ、「満足している」は、身体に障がいのある人で28.4％、知的障がいのある人で29.7％、精神に障がいのある人で19.5％、指定難病患者で31.2％、手帳未所持者で20.0％となっています。一方、「満足していない」は、身体に障がいのある人で8.5％、知的障がいのある人で6.8％、精神に障がいのある人で15.0％、指定難病患者で5.7％、手帳未所持者で12.0％にとどまっています。

図　3-29　現在の生活についてどのように感じていますか。（○は１つ）
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　　①　障がい者
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障がいのある児童では、「満足している」は33.6％に上り、「満足していない」は4.7％にとどまっています。

　　②　障がい児

[image: image66.emf]自宅（家族等と同居） 自宅（ひとり暮らし） グループホーム

入所施設 その他
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[image: image67.emf]自宅 グループホーム 入所施設 その他
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[image: image69.emf]障がい児（N = 367） 身体障がい（N = 149）

知的障がい（N = 199） 精神障がい（N = 21）

指定難病（N = 8） 小児慢性特定疾病（N = 18）

手帳未所持（N = 68）
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[image: image71.emf]利用している

利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい

利用したことはなく、今後も利用しない

わからない
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